
平成24年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年11月4日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 キタムラ 上場取引所 東 
コード番号 2719 URL http://www.kitamura.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 浜田 宏幸
問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理部長 （氏名） 菅原 孝行 TEL 045-476-0777
四半期報告書提出予定日 平成23年11月14日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家向け）

1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 61,712 △9.5 △2,514 ― △2,214 ― △2,667 ―
23年3月期第2四半期 68,184 3.2 △1,774 ― △1,485 ― △2,102 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △2,661百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △2,114百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △157.88 ―
23年3月期第2四半期 △123.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 60,194 14,301 23.6
23年3月期 58,351 17,300 29.5
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  14,226百万円 23年3月期  17,223百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― 10.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 146,000 1.0 700 △53.2 1,300 △35.5 450 △37.2 26.48



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（その他）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商 
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等 
は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 17,918,252 株 23年3月期 17,918,252 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 1,023,422 株 23年3月期 1,023,395 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 16,894,839 株 23年3月期2Q 17,071,378 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響や米国、欧州の財政不安による世界的な

景気の停滞、急激な円高進行等により、先行きの不透明感が依然続いております。 

 このような経営環境の中ではありますが、当社グループ(当社及び連結子会社）は、事業の長期的な成長を重視

し、商品・サービスの拡大を積極的に推進してまいりました。 

①「カメラのキタムラ」を10店、「スタジオマリオ」を44店、合計54店出店しました。そのうち、「スタジオマ

リオ」は、「カメラのキタムラ」店舗内に32店併設出店しました。退店は10店舗実施しました。 

②スマートフォンの販売店舗を164店舗に拡大しました。 

③スマートフォンで撮った写真を「カメラのキタムラ」全店の店頭で簡単にプリントができるようになりまし

た。また、アプリを使ってスマートフォンから直接プリントの注文ができ、お近くの「カメラのキタムラ」

店頭で受け取ったり、宅配受け取りができる「プリント直行便」を開発しました。 

④スマートフォンを知る、選ぶ、使う、写真を楽しむことを提供する「スマホト.jp」サイトをオープンしまし

た。 

⑤「カメラのキタムラ」で97店舗のリニューアルを実施しました。お客様の動線と従業者の動線を分析し、バッ

クヤードの位置、広さを見直し、売場を拡張しました。これにより、従業者の作業効率向上、お客様へのサ

ービス向上に繋げました。 

⑥好評を頂いている「ＤＶＤダビングサービス」に加え、アルバムからＤＶＤやフォトブックができる「アルバ

ムそのままＤＶＤ/フォトブック」や、はがき・名刺などをＣＤにデータ保存できるサービスなどの、「変

換・保存サービス」を拡大しました。なお、このサービスの売上の10％である3,970万円を日本赤十字社を通

じて、被災地へ10月14日に寄付させていただきました。 

⑦「時計の買取・再生販売」取扱店を10店舗に増やしました。また、インターネットでの取り扱いも開始しまし

た。 

 しかしながら、当第２四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高61,712百万円（前年同期比

9.5%減）、営業損失2,514百万円（前年同期は1,774百万円の営業損失）、経常損失2,214百万円（前年同期は1,485

百万円の経常損失）、四半期純損失2,667百万円（前年同期は2,102百万円の四半期純損失）となりました。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は60,194百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,842百万円増加しま

した。これは主に売上が東日本大震災直後に比べ回復していることによるテナント預け金の増加にともなう未収入

金の増加、及び運動会などの秋のイベントに合わせたセールの準備にともなう、商品の増加等によるものでありま

す。  

（負債）  

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は45,893百万円となり、前連結会計年度末に比べて4,842百万円増加し

ました。これは主に短期借入金及び長期借入金の増加等によるものであります。  

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は14,301百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,999百万円減少しま

した。これは主に利益剰余金の減少によるものであり、この結果自己資本比率は23.6％となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の連結業績予想に関しましては、当第２四半期の連結業績が概ね予想通りに推移しており、平成

23年５月12日公表の「平成23年３月期決算短信」に修正はございません。 

 しかしながら、当第３、第４四半期につきましては、円高進行による企業収益の悪化、回復力に陰りが見られる

海外経済の下振れ、欧州の財政不安の世界的な広がりといった景気低迷の懸念に加え、タイにおける洪水被害の影

響等もあり、先行き不透明な状況が続くものと予想されます。 

 上記のような不透明な要素があることから、今後、業績に関して修正の必要が生じた場合には、速やかに開示い

たします。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・税金費用の計算  

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

    なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,397 4,848

受取手形及び売掛金 5,285 5,794

商品 11,906 12,495

原材料及び貯蔵品 1,047 785

前払費用 726 762

繰延税金資産 533 533

未収入金 3,205 3,814

その他 121 370

貸倒引当金 △40 △44

流動資産合計 28,183 29,359

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,263 13,585

減価償却累計額 △8,974 △9,196

建物及び構築物（純額） 4,289 4,388

機械装置及び運搬具 989 1,128

減価償却累計額 △588 △663

機械装置及び運搬具（純額） 401 464

工具、器具及び備品 7,631 7,889

減価償却累計額 △5,928 △5,952

工具、器具及び備品（純額） 1,702 1,936

土地 5,576 5,576

リース資産 840 940

減価償却累計額 △395 △510

リース資産（純額） 445 429

建設仮勘定 13 66

有形固定資産合計 12,428 12,861

無形固定資産   

ソフトウエア 1,985 1,851

その他 714 806

無形固定資産合計 2,699 2,658

投資その他の資産   

投資有価証券 506 513

長期貸付金 26 26

長期前払費用 372 381

繰延税金資産 2,377 2,371

敷金及び保証金 10,524 10,426

仕入先長期積立金 1,226 1,595

その他 100 90

貸倒引当金 △92 △90

投資その他の資産合計 15,041 15,315

固定資産合計 30,168 30,835

資産合計 58,351 60,194
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,466 14,129

短期借入金 2,100 3,700

1年内返済予定の長期借入金 6,827 7,977

未払法人税等 568 383

未払消費税等 373 93

未払費用 2,047 2,087

賞与引当金 1,020 844

役員賞与引当金 10 －

その他 1,463 2,373

流動負債合計 28,878 31,588

固定負債   

長期借入金 7,279 9,524

退職給付引当金 3,063 3,123

役員退職慰労引当金 573 586

商品保証引当金 157 247

負ののれん 470 235

資産除去債務 123 125

その他 505 462

固定負債合計 12,172 14,304

負債合計 41,050 45,893

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,852 2,852

資本剰余金 2,419 2,419

利益剰余金 12,440 9,434

自己株式 △539 △539

株主資本合計 17,172 14,167

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 51 58

その他の包括利益累計額合計 51 58

少数株主持分 77 75

純資産合計 17,300 14,301

負債純資産合計 58,351 60,194
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

売上高 68,184 61,712

売上原価 44,147 39,085

売上総利益 24,036 22,626

販売費及び一般管理費 25,811 25,141

営業損失（△） △1,774 △2,514

営業外収益   

受取利息 6 4

受取配当金 7 7

受取手数料 51 48

仕入割引 54 96

負ののれん償却額 235 235

貸倒引当金戻入額 － 2

その他 96 105

営業外収益合計 450 501

営業外費用   

支払利息 124 119

支払手数料 24 70

その他 12 11

営業外費用合計 162 201

経常損失（△） △1,485 △2,214

特別利益   

固定資産売却益 － 0

貸倒引当金戻入額 16 －

投資有価証券売却益 － 3

特別利益合計 16 3

特別損失   

固定資産売却損 1 0

固定資産除却損 62 26

減損損失 78 30

災害による損失 － 50

投資有価証券評価損 132 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 63 －

その他 1 1

特別損失合計 340 109

税金等調整前四半期純損失（△） △1,809 △2,320

法人税等 298 348

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,107 △2,669

少数株主損失（△） △4 △2

四半期純損失（△） △2,102 △2,667
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,107 △2,669

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △6 7

その他の包括利益合計 △6 7

四半期包括利益 △2,114 △2,661

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,109 △2,659

少数株主に係る四半期包括利益 △4 △2
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,809 △2,320

減価償却費 1,312 1,324

減損損失 78 30

負ののれん償却額 △235 △235

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 3

賞与引当金の増減額（△は減少） 221 △176

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10 △10

退職給付引当金の増減額（△は減少） 139 60

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14 12

商品保証引当金の増減額（△は減少） － 89

受取利息及び受取配当金 △13 △12

支払利息 124 119

投資有価証券評価損益（△は益） 132 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △2

固定資産売却損益（△は益） 1 △0

固定資産除却損 48 28

災害損失 － 50

売上債権の増減額（△は増加） △1,181 △508

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,713 △336

その他の資産の増減額（△は増加） △304 △877

仕入債務の増減額（△は減少） △47 △878

その他の負債の増減額（△は減少） 552 528

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 63 －

その他 25 △39

小計 828 △3,150

利息及び配当金の受取額 9 9

利息の支払額 △130 △128

法人税等の支払額 △435 △509

営業活動によるキャッシュ・フロー 271 △3,779
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △264 △570

定期預金の払戻による収入 654 570

有形固定資産の取得による支出 △603 △665

有形固定資産の売却による収入 8 0

無形固定資産の取得による支出 △414 △297

投資有価証券の売却による収入 － 9

敷金及び保証金の差入による支出 △194 △234

敷金及び保証金の回収による収入 334 297

貸付けによる支出 － △25

貸付金の回収による収入 1 21

投資その他の資産の増減額（△は増加） 175 △416

投資活動によるキャッシュ・フロー △303 △1,310

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,100 1,600

長期借入れによる収入 3,200 7,430

長期借入金の返済による支出 △4,036 △4,034

社債の償還による支出 △20 －

自己株式の取得による支出 △66 △0

配当金の支払額 △342 △336

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △75 △116

財務活動によるキャッシュ・フロー △241 4,541

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △272 △548

現金及び現金同等物の期首残高 3,684 4,564

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,411 4,016
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  該当事項はありません。  

  

  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業、服飾

雑貨販売事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△246百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△302百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額56百万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の経常損失と調整を行なっております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 当第２四半期連結会計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 当第２四半期連結会計期間において、のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 当第２四半期連結会計期間において、重要な負ののれん発生益はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注）３

店舗販売 通信販売 レンタル 計 

売上高                 

外部顧客への売上高  53,442 7,372 2,509 63,324 4,860  68,184  － 68,184

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 0 136 － 136 185  322  △322 －

計  53,442 7,508 2,509 63,461 5,045  68,507  △322 68,184

セグメント利益又は損

失（△） 
 △1,555 53 126 △1,375 137  △1,238  △246 △1,485
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△364百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△421百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額57百万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の経常損失と調整を行なっております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

   第１四半期連結会計期間から、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、従来の

「店舗販売」「通信販売」「レンタル」に加えて、「服飾卸販売」を追加して記載しております。 

   当該変更に伴う前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）に係る報告

セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は以下の通りであります。 

（単位：百万円）

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 当第２四半期連結累計期間において、のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 当第２四半期連結累計期間において、重要な負ののれん発生益はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  

報告セグメント

その他

（注）１
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

店舗販売 通信販売 レンタル
服飾卸

販売  
計

売上高                 

外部顧客への売上高  48,308  5,980 2,608  869 57,768 3,944  61,712  － 61,712

セグメント間の内部売上高

又は振替高  2  － 0  59 62  64  126  △126 －

計  48,311  5,980 2,608  929 57,830 4,008  61,839  △126 61,712

セグメント利益又は損失

（△） 
 △2,129  29  55  175 △1,868 18  △1,850  △364  △2,214

  

報告セグメント

その他 合計 調整額 
四半期連結

損益計算書

計上額 店舗販売 通信販売 レンタル
服飾卸

販売  
計

売上高                 

外部顧客への売上高  53,442  7,372 2,509  744 64,068 4,115  68,184  － 68,184

セグメント間の内部売上高

又は振替高  0  136 －  58 194  127  322  △322 －

計  53,442  7,508 2,509  802 64,263 4,243  68,507  △322 68,184

セグメント利益又は損失

（△） 
 △1,555  53 126  125  △1,250  11  △1,238  △246  △1,485

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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